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Sustaining Local Livelihoods by Utilization 
of the Mangrove Ecosystem in Batam, Indonesia
Harada Yukari* and Kobayashi Shigeo*
Mangrove forests have decreased worldwide in recent decades with land-use changes in 
coastal areas, which have converted mangrove forests into industrial, aquaculture, and 
agriculture areas.  It has been argued that the decrease in mangrove forests has been af-
fected by the economies of developed countries, but that economic development cannot 
be restrained to preserve the livelihoods of people in developing countries.  Therefore, 
both “mangrove conservation” and “preservation of local livelihoods” are needed.  This 
study characterised the relationships between mangrove forest and human activity 
under the infl uence of an outside economy.  Batam Island, Indonesia, is near Singapore 
and has been affected by Singaporean industries and developed as an important site for 
industrialisation.  We focused on the utilisation of mangrove forests by local people 
and the infl uence of a foreign economy.  Our results suggested that mangrove charcoal 
production is a model activity that maintains the livelihood of local people at an ap-
propriate level without affecting the mangrove forests of Batam Island.






の間接的により大きな効用を発揮してきた［Giesen et al. 2006］．2004年 12月 26日に発生し
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られてきた．1980年から 2005年の 25年間に，世界全体のマングローブ林面積は約 19％減
少したと報告されており［Giesen et al. 2006; FAO 2007］，2010年に残存するマングローブ林
は 152,361 km2と概算されている［Spalding et al. 2010］．その主要因として，先進国におけ
るマングローブ林産物の需要の増加，養殖池への転換または居住地・農用地・産業用地の拡大
などといった沿岸域の土地利用転換が挙げられ，消失したマングローブ林のうち約 25％に相
当すると報告されている［Elvin et al. 1990; Spalding et al. 1997; Giesen et al. 2006］．残存す
るマングローブ林における資源利用の多くは未だオープン・アクセスの状態にあり［秋道・田














え，日本の木炭輸入量は 1990年から 2004年にかけて約 2倍に増えている［村井 2007］．世
界的にも途上国の木材生産量は 1980年から 2002年にかけて 32％増加しており，その大半は
薪炭生産の増加である［林野庁 2004］．
その一方で実は，マングローブ林および熱帯雨林の減少率は近年低下してきている．FAO

















川 1992; Spalding et al. 2010］．バタム島においては北部が商工業発展を遂げている一方で，



































行なった．また 2009年 8月から 9月に，主生業の異なる A村（漁業，85世帯 401人）・B村
（漁業・運送業，123世帯 415人）・C村（観光業，116世帯 343人）と，マングローブを利用







出所： （左図）Google Earth（2011年 12月閲覧）．


































（戸） （％） （戸） （％） （戸） （％）
A村 401  85 55  64.7 44 80 4 7.3 7 12.7
B村 415 123 52  42.3 24 46.2 6 11.5 22 42.3
C村 343 116 41  35.3 4 9.8 13 31.7 24 58.5























1）中央政府管轄機関（Otorita Batam）：国政府の森林省の下にある森林局（Balai Konservasi 
Sumber Daya Alam（BKSDA））と，流域管理局（Balai Pengelola Daerah Aliran Sungai（BPDAS））
の 2つがあり，保全林（Conservation Forest）の管理を行なう．
2）州政府管轄機関（Pemko Batam）：州政府の下にある森林局（Dinas Kelautan, Perikanan, 



































（戸） （戸） （％） （戸） （％） 個 ガス 灯油 薪 マングローブ炭
A村 55 3 5.5 2 3.6 1 1.8 94.5 16.4 3.6
B村 52 8 15.4 4 7.7 2 3.8 90.4 21.2 13.7
C村 41 0 0.0 0 0.0 0 51.2 95.1 24.4 0.0







漁業 兼業漁業 ツーリズム その他 手漕ぎ
ボート
エンジン付
きボート（戸） （％） （戸） （％） （戸） （％） （戸） （％）
A村 55 44 80.0  4 7.3 0 0.0  7 12.7 31 26
B村 52 24 46.2  6 11.5 0 0.0 22 42.3 24  4
C村 41  4 9.8 13 31.7 6 14.6 18 43.9 13  8
















































































入を D集落の 3戸とオーナー世帯の 4世帯で割ると，平均収入が調査地中最も高い Rp.312.5
万（/月）となった（表 4）．























（戸） （％） （戸） （％） （戸） （％）
A村 55 1,160,000 48 87.3 2 3.6  6 11
B村 52 1,520,000 30 57.7 4 7.7 22 42.3
C村 41 1,930,000 17 41.5 0 0 24 58.5








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































きい．現在，バタム市に 400の炭窯と 857名の製炭業従事者が存在する［KP2K 2008］こと
からも，D集落のような村外集落が多数存在していると考えられる．










から概算した．D集落の 3ヵ所の炭窯から精製可能な木炭量は，それぞれ 1回につき 6, 5, 5 t
であった．約 25 t（生重）の薪から 5 tの炭が精製されることと，燃焼に必要な薪が 1回あた
り約 3 tであることから，5 tの炭窯で 1回の炭焼きを行なう際に必要なマングローブ材の量は
約 28 tであった．伐採は 1回あたり約 300 kgを，1日あたり各世帯 1～2回行なっていた．1











































（戸） （％） 製炭 製炭用伐採 漁業
A村 55 2 3.6 ① 40 8 ○ ○ ― 3,000,000
② 50 5 ― ○ ○ 1,500,000
B村 52 4 7.7 ③ 48 3 ○ ○ ○ 1,500,000
④ 51 6 ○ ○ ○ 1,000,000
⑤ 27 4 ― ○ ○ 800,000
⑥ 43 2 ― ○ ○ 1,600,000
D集落  3 3 100 ⑦ 47 4 ○ ○ ― *3,125,000
⑧ 38 2 ○ ○ ―
⑨ 39 6 ○ ○ ―
出所：2009年度 8月調査結果より著者作成．














































































とができない要因である［Ruitenbeek 1994; Derek 2002］．地域に根付く森林・土地利用が，
国・企業による土地利用と比較して持続的である事例はこれまでも多く報告されている［安食 
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